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巻頭言

『
史
人
』
第
三
号
を
刊
行
す
る
。
一
九
九
七
年
三
月
に
創
刊
し
、
一
九
九
八
年
一

二
月
に
第
二
号
を
出
し
て
か
ら
、
長
い
長
い
中
断
の
時
期
が
続
い
た
。
短
命
な
雑
誌

を
三
号
雑
誌
と
い
う
が
、
『
史
人
』
は
三
号
に
も
届
か
ず
、
二
号
で
休
刊
に
追
い
込
ま

れ
、
世
間
は
お
ろ
か
私
ま
で
も
、
『
史
人
』
の
こ
と
な
ど
忘
れ
か
け
て
い
た
。

そ
も
そ
も
『
史
人
』
第
三
号
は
、
一
九
九
九
年
に
刊
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
創

刊
号
・
第
二
号
に
続
き
、
そ
こ
に
は
一
九
九
八
年
に
提
出
し
た
五
人
の
卒
業
論
文
と

私
の
小
論
の
合
わ
せ
て
六
編
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
の
第
三
号

が
ま
ぼ
ろ
し
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
私
の
怠
慢
に
よ
る
が
、
編
集

作
業
を
妨
げ
る
い
く
つ
か
の
事
情
が
重
な
っ
た
こ
と
を
弁
明
し
て
お
き
た
い
。

私
の
個
人
的
事
情
に
つ
い
て
言
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
一
九
九
九
年
八
月
五
日

に
脳
内
出
血
で
倒
れ
て
三
ヶ
月
入
院
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
、
そ
の
年
の
す
べ
て
の
予
定
を
狂
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
退
院
後
は
、
講
談
社

日
本
の
歴
史
仰
巻
『
武
士
の
成
長
と
院
政
』
の
執
筆
に
一
年
半
か
か
り
切
り
に
な
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
問
、
授
業
と
読
書
会
、
卒
論
修
論
指
導
を
こ
な
す
の
が
精
一
杯
で

あ
っ
た
。
ま
た
教
育
学
部
と
の
合
併
な
ど
に
よ
っ
て
卒
論
指
導
学
生
が
急
激
に
減
少

し
た
こ
と
も
、
『
史
人
』
刊
行
へ
の
情
熱
を
減
殺
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
行

政
能
力
・
政
治
能
力
に
お
い
て
幼
児
に
等
し
い
こ
の
私
が
、
二

O
O
二
年
か
ら
二
年

間
、
所
属
す
る
教
育
学
研
究
科
社
会
認
識
教
育
学
講
座
で
慣
れ
な
い
講
座
主
任
を
務

め
、
心
身
と
も
に
へ
ト
へ
ト
に
な
っ
た
こ
と
も
、
『
史
人
』
刊
行
の
障
害
と
な
っ
た
。

か
く
し
て
『
史
人
』
は
長
い
休
眠
期
間
に
入
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

か
よ
う
に
い
っ
た
ん
は
泡
沫
の
ご
と
く
消
え
た
『
史
人
』
だ
っ
た
が
、
足
か
け
一

三
年
の
眠
り
か
ら
目
覚
め
て
、
こ
の
度
め
で
た
く
復
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

復
刊
の
機
運
は
、
二

O
O八
年
夏
、
渡
遁
誠
氏
を
実
行
委
員
長
に
下
向
井
研
究
室

読
書
会
グ
ル
ー
プ
が
事
務
局
を
引
き
受
け
て
開
催
し
た
全
国
古
代
史
「
サ
マ

l
セ
ミ

ナ
ー
－
m
宮
島
」
が
契
機
と
な
っ
て
、
沸
き
上
が
っ
た
。
渡
遁
君
の
指
簿
下
で
読
書
会

の
メ
ン
バ
ー
が
結
束
し
て
セ
ミ
ナ
ー
の
準
備
・
運
営
に
あ
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
第
一
日

の
全
体
会
「
儀
式
か
ら
見
た
平
安
時
代
国
家
論
」
（
司
会
：
今
正
秀
氏
）
で
は
、
渡
漫

・
斎
藤
拓
海
・
山
本
佳
奈
と
下
向
井
が
共
同
で
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

と
き
の
四
人
の
研
究
発
表
を
、
九
州
大
学
の
坂
上
康
俊
氏
の
力
添
え
で
『
九
州
史

学
』
一
五
六
号
「
特
集
号
平
安
時
代
儀
式
研
究
の
再
活
性
化
を
め
ざ
し
て
」
に
一

緒
に
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
盛
り
上
が
り
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
自
分
た

ち
の
雑
誌
を
出
そ
う
。
こ
の
よ
う
な
声
が
誰
か
ら
と
も
な
く
出
て
き
た
。
こ
う
し
て

『
史
人
』
が
匙
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

広
島
の
古
代
史
研
究
が
グ
ル
ー
プ
と
し
て
高
揚
し
た
時
期
は
、
こ
れ
ま
で
二
回
あ

っ
た
。
そ
れ
を
全
国
古
代
史
サ
マ

l
セ
ミ
ナ
ー
と
刊
行
図
書
で
象
徴
さ
せ
る
な
ら
、

第
一
の
高
ま
り
は
ご
九
七
七
年
－
m
帝
釈
峡
」
か
ら
坂
本
賞
三
先
生
編
『
王
朝
国
家

国
政
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
七
年
）
に
い
た
る
時
期
、
第
二
の
高
ま
り

は
『
史
学
研
究
』
一
九
九
号
（
一
九
九
三
年
）
か
ら
「
一
九
九
五
年
－
m
福
山
」
に
い

た
る
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
三
の
高
ま
り
は
、
「
二

O
O八
年
－
m
宮
島
」
か
ら

『
九
州
史
学
』
一
五
六
号
（
二

O
一
O
年
）
を
経
て
今
日
に
い
た
る
、
と
位
置
づ
け
た

い
。
こ
の
下
向
井
研
究
室
読
書
会
を
舞
台
と
す
る
第
三
の
高
揚
期
を
持
続
さ
せ
る
こ

と
が
、
『
史
人
』
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
第
一
期
・
第
二
期
に
グ
ル
ー
プ
と
し

て
共
に
研
究
し
た
メ
ン
バ
ー
も
、
こ
の
『
史
人
』
に
つ
ど
っ
て
盛
り
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
。
卒
業
論
文
を
載
せ
る
と
い
う
創
刊
時
の
志
も
持
続
さ
せ
た
い
。

第
三
号
に
は
、
巻
頭
論
文
に
恩
師
坂
本
賞
三
先
生
か
ら
御
高
論
を
頂
く
こ
と
が
で

き
た
。
先
生
は
喜
ん
で
御
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
『
史
人
』
を
拠
り
所
に
、

坂
本
先
生
が
広
島
の
地
で
開
花
さ
せ
た
「
王
朝
国
家
論
」
を
継
承
し
創
造
的
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
。
『
史
人
』
が
目
指
す
進
路
は
決
ま
っ
た
よ
う
だ
。

最
後
に
こ
の
記
念
す
べ
き
復
刊
号
の
編
集
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
渡
漫
誠
君
に
感

謝
し
た
い
。
第
三
期
を
牽
引
し
て
い
る
の
は
彼
で
あ
る
。
（
二

O
一
一
年
五
月
八
日
）


